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年
中
行
事
と
は
宮
中
や
民
間
で、
一
年
の
中
の
一
定
の
時
期
に
な
ら
わ
し
と
し
て
催
さ
れ
る
行
事
や
祭
事
で
あ
る
。
そ
の
起
源
は
定
か
で
は
な
い
が、
原
始
社
会
に
お
い
て
農
耕
生
活
が
宀
疋
着
す
る
頃
に
成
立
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
四
季
の
移
り
変
り
に
よ
る
生
産
活
動
の
リ
ズ
ム
が
生
活
全
般
を
規
定
す
る
な
ら
わ
し、
つ
ま
り
伝
統
的
な
行
動
様
式
を
形
成
し、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
年
中
行
事
は
元
来、
人
々
の
生
産
活
動
や
人
生
に
関
係
し
て
共
有
し
て
い
る
強
烈
な
時
の
意
識
を、
固
有
の
形
に
空
聞
化
し
客
観
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
個
人
や
集
団
の
生
き
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。
ま
た、
新
た
な
生
を
う
み
だ
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
も
な
る
。
年
中
行
事
が
伝
承
さ
れ
て
い
く
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た、
生
産
活
動
お
よ
び
そ
の
成
果
で
あ
る
食
物
が、
年
中
行
事
の
重
要
な
要
素
や
要
因
で
あ
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る。
　
中
国
か
ら
暦
や、
そ
れ
に
と
も
な
う
国
家
的
に
制
度
化
さ
れ
た
年
中
行
事
が
輸
入
さ
れ
る
と、
わ
が
国
で
も、
国
家
的、
政
治
的
理
由
に
よ
っ
て、
宮
中
の
公
事
と
し
て
年
中
行
事
が
積
極
的
に
営
ま
れ
た
。
古
代
以
来、
中
国
文
化
の
圧
倒
的
な
影
響
を
受
け
て
い
た
か
ら
当
然
で
あ
る
。
し
か
し、
中
国
の
単
な
る
模
倣
で
は
な
い
。
わ
が
国
古
来
の
伝
統
的
な
年
中
行
事
と
の
融
合
が
み
ら
れ
た
。
そ
し
て、
遣
唐
使
が
廃
止
さ
れ
て
国
風
文
化
の
時
代
が
到
来
す
る
と、
貴
族
の
権
威
主
義
は
年
中
行
事
を
極
端
に
形
式
化
し
儀
式
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て、
日
本
独
自
の
文
化
の
一
局
面
で
あ
る
食
生
活
の
原
型
も
形
成
さ
れ
た
。
　
こ
の
小
論
で
は、
宮
中
の
年
中
行
事
の
完
成
期
と
も
い
う
べ
き
藤
原
時
代
（
弘
仁、
貞
観
時
代
に
続
く
平
安
時
代
中
期、
後
期
の
称）
に
お
い
て
、
年
中
行
事
の
中
で
も
最
も
重
視
さ
れ
た
正
月
行
事
に
お
け
る
食
物
に
注
目
す
る。
そ
の
起
源
や
用
い
ら
れ
た
食
品
と
調
理
法
を
考
察
し、
平
安
時
代
に
お
け
る
食
生
活
を
理
解
す
る
糸
口
と
し
た
い
。
　
人
間
の
最
も
根
源
的
で
日
常
的
な
食
生
活
や
食
事
文
化
の
歴
史
は、
不
思
議
な
程
わ
か
ら
な
い
事
が
多
い
。
古
代
や
中
世
に
お
い
て、
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
わ
た
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二
る
食
生
活
中
心
の
資
料
は
な
い
。
支
配
層
の
貴
族
等
の
残
し
た
文
献
が
解
明
の
手
が
か
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
年
中
行
事
の
儀
式
書
が
有
力
な
資
料
と
な
る
。
嵯
峨
天
皇
（
在
位、
以
下
同
様
。
八
〇
九
年
1
八
二
三
年）
の
時
代
に
『
弘
仁
式
』 、
『
弘
仁
儀
式
』 、
『
内
裏
式
』 、
清
和
天
皇
（
八
五
八
年
−
八
七
六
年）
の
時
代
に
『
貞
観
儀
式
』
、
醍
醐
天
皇
（
八
九
七
年
−
九
三
〇
年）
の
時
代
に
『
延
喜
儀
式
』 、
『
延
喜
式
』
な
ど
が
編
集
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に、
平
安
時
代
の
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て、
宮
廷
の
年
中
行
事
が
整
え
ら
れ、
儀
式
の
内
容
と
方
法
が
詳
細
に
規
定
さ
れ
た。
こ
の
小
論
で
は
『
西
宮
記
』
（
醍
醐
天
皇
皇
子
源
高
明
の
撰）、
『
北
山
抄
』
（
藤
原
公
任
著）
、
『
江
家
次
第
』
（
大
江
匡
房
撰
）
を
主
な
参
考
文
献
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
儀
式
書
は
十
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
著
わ
さ
れ
た。
平
安
時
代
の
儀
式
書
の
洗
練
さ
れ
た
集
大
成
で
あ
り、
天
皇
中
心
に
作
ら
れ
た
『
弘
仁
式
』
や
『
延
喜
式』
か
ら
離
れ
て、
公
卿
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る。
藤
原
時
代
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に、
平
安
貴
族
文
化
の
確
立
を
物
語
る
一
例
と
し
て
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。
い
ず
れ
も、
年
中
行
事
の
儀
式
に
対
す
る
公
卿
の
心
得
を
中
心
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
同
時
代
の
『
土
左
日
記
』 、
『
枕
草
子』、
『
紫
式
部
日
記
』 、
『
栄
花
物
語
』 、
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
日
記
や
随
筆
や
物
語
に
も、
当
時
の
宮
廷
貴
族
社
会
の
年
中
行
事
の
実
態
と、
そ
れ
に
関
係
す
る
食
生
活
の
一
端
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
食
物
史
の
補
助
的
資
料
で
あ
る
。
　
筆
者
の
着
眼
点
は
、
平
安
時
代
の
宮
廷
文
化
を
日
本
文
化
の
原
型
と
み
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
食
生
活
を
も
規
定
し
て
い
る
と
し
て、
中
世
か
ら
近
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
lV
世
の
食
生
活
が
展
望
で
き
る
。
平
安
後
期
の
饗
膳
に、
日
本
の
特
色
と
な
る
目
で
見
る
料
理
の
形
成
過
程
を
求
め
た
こ
と
が
あ
る
の
も
同
様
で
あ
る。
さ
ら
に
こ
の
小
論
で
は
、
重
視
さ
れ
て
い
た
正
月
行
事
の
食
物
に
注
目
す
る
こ
と
で、
年
中
行
事
の
も
っ
て
い
る
古
代
的
あ
る
い
は
原
始
的
な
精
神
（
信
仰
や
思
想）
に
ま
で
溯
る
視
点
が
得
ら
れ、
食
生
活
の
歴
史
的
理
解
を
深
め
る
も
の
と
思
う
。
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丁）
　
拙
稿
　
「
平
安
時
代
の
食
生
活
−
平
安
後
期
の
饗
膳
に
つ
い
て
ー
」
　
夙
川
学
院
短
期
大
学
研
究
紀
要
　
第
6
号
　
六
五
−
八
五
頁。
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一
正
月
の
行
事
当
時
の
儀
式
書
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
正
月
行
事
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
み
く
す
り
を
ぐ
う
ず
　
　
　
　
　
　
　
は
が
た
め
　
　
お
ん
せ
ち
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
じ
つ
の
せ
ち
え
　
　
　
　
　
　
　
ご
く
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
侍
所
御
供
。
元
日
四
方
拝。
供
御
薬
（
屠
蘇、
歯
固）
。
御
節
供
。
朝
賀。
小
朝
拝
。
元
日
節
会。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
う
き
ん
二
日
　
恒
例
の
大
饗
（
二
宮
大
饗、
摂
関
大
臣
大
饗）
。
朝
覲
行
幸
。
臨
時
客
。
　
　
　
こ
　
う
さ
　
く
三
日
視
告
朔
。
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八 七 五 四
日 日 日 日
お
ん
こ
く
き
御
国
忌
。
　
　ド
叙
位
。
あ
お
う
ま
　
　
　
　
　
わ
か
な
を
ぐ
う
ず
白
馬
節
会
。
供
若
菜
。
ご
さ
い
え
　
　
　
　
　
み
し
ほ
御
斎
会
。
真
言
院
の
御
修
法
。
ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
げ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
う
ろ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
元
師
法
。
女
叙
位
。
給
女
王
禄
。
　
　
　
　
あ
が
た
め
し
の
じ
も
く
十一
日
　
県
召
除
目
。
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
う
ん
ぎ
十
四
日
　
御
斎
会
の
内
論
義
。
　
　
　
　
　
　
　
み
か
ま
き
十
五
日
　
献
御
粥
。
御
薪
。
十
六
日
　
踏
歌
の
節
会。
　
　
　
　
じ
や
ら
い
十
七
日
　
射
礼
。
　
　
　
　
の
り
ゆ
み
　
じ
じ
ゅ
う
で
ん
の
か
ん
の
ん
ぐ
十
八
日
　
賭
弓
。
仁
寿
殿
観
音
供
。
　
　
　
　
な
い
え
ん
廿
一
日
　
内
宴
。
　
　
　
　
　
　
　
み
あ
が
も
の
三
十
日
　
神
祗
官
献
御
贖
物
。
立
春
の
日
　
供
若
水
。
　
　
ね
上
の
子
の
日
　
供
若
菜
。
子
の
日
の
遊
。
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
え
上
の
卯
の
日
　
卯
杖
（
卯
槌）
。
右
記
の
う
ち
、
食
生
活
の
観
点
か
ら
重
要
と
思
わ
れ
る
供
御
薬、
元
日
節
会、
恒
例
の
大
饗、
供
若
菜
、
献
御
粥
の
各
項
目
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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供
御
薬
　
供
御
薬
の
儀
は、
歯
固
の
儀
と
屠
蘇
の
儀
か
ら
な
る
。
歯
固
と
は
元
日
か
ら
三
日
間、
固
い
餅
な
ど
を
食
べ
る
行
事
で
あ
る
。
文
字
ど
お
り
、
歯
茎
を
強
化
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
わ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
1）
る
こ
と
で
健
康
の
維
持
と
増
進
が
願
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
長
寿
が
祝
わ
れ
て
い
る。
『
枕
草
子
』
に、
「
齢
を
延
ぶ
る
歯
固
の
具
」
と
あ
る
。
歯
を
よ
わ
い
と
読
み、
年
齢
の
意
が
あ
る
の
で
、
長
寿
を
祝
う
由
来
が
推
察
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
び
や
く
　
歯
固
の
食
品
の
起
り
は
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
あ
る
。
元
日
の
長
幼
拝
賀
の
後
に、
椒
柏
酒
（
山
椒
の
実
と
柏
の
葉
を
入
れ
た
酒
で
香
気
が
強
い
） 、
桃
湯
（
桃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
寺
林
”
平
安
時
代
の
食
生
活
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四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
が
　
　
と
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
　
　
　
　
　
　
き
ゆ
う
さ
い
に
は
邪
気
を
払
う
神
秘
的
な
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
）
、
屠
蘇
酒、
膠
牙
の
鯣（
膠
も
牙
も
固
い
の
意
味
。
鯣
は
あ
め∀
、
五
辛
盤（
大
蒜、
小
蒜
、
韮
菜
、
う
ん
た
い
　
　
こ
す
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
う
さ
ん
　
　
き
や
く
き
が
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2V
藝
薹、
胡
婪
で
作
っ
た
辛
い
食
物）
、
敷
于
散、
却
鬼
丸（
邪
気
払
い
の
薬）、
鶏
卵
な
ど、
薬
酒
や
食
品
を
と
っ
て
、
邪
気
を
払
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
い
か
が
み
記
の
鯣
が
歯
固
の
食
品
で
あ
る
。
後
に
一
般
化
す
る
餅
鏡
は
膠
牙
の
鯣
の
代
用
で
あ
り、
抽
象
化
し
象
徴
化
さ
れ
た
食
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
餅
鏡
は
後
の
鏡
餅
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
こ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
し
あ
ゆ
　
　
　
　
　
　
に
し
お
あ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
し
し
　
『
江
家
次
第
』
に
よ
る
と、
「
大
根
一
坏
　
菰
串
刺
二
坏
　
押
鮎
一
坏
　
煮
塩
鮎
一
坏
　
猪
完
一
坏
鰐
雄
　
鹿
完
一
坏
鰐
〃
鵬
　
以
上
七
坏
之
内
。
精
進
物
供
二
於
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ず
し
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
は
ん
一
御
基一
魚
類
供
二
二
御
菫」
」
と
あ
る
。
『
延
喜
式
』
「
内
膳
司
」
に
は、
「
蘿
蔔
味
醤
漬
菰
。
糟
漬
菰
。
鹿
完
。
猪
完。
押
鮎、
煮
塩
鮎
。
瓷
盤
七
口
。
高
案一
脚
（
4）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5＞
。
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
歯
固
の
食
品
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
七
種
類
あ
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が、
『
建
武
年
中
行
事
』
に、
「
八
の
盤
な
れ
ば
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
餅
鏡
を
含
む
か
否
か
に
あ
る
と
思
わ
れ
る。
　
正
月
行
事
の
風
情
が
描
写
さ
れ
て
い
る
『
源
氏
物
語
』
の
「
初
音
の
巻
」
を、
少
し
長
い
が
引
用
す
る
と、
「
春
の
お
と
ゴ
の
御
前、
と
り
わ
き
て、
梅
の
香
も
御
簾
の
う
ち
の
匂
ひ
に
吹
き
ま
が
ひ
て
、
生
け
る
佛
の
御
國
と
お
ぽ
ゆ
。
さ
す
が
に、
う
ち
と
け
て、
安
ら
か
に
住
み
な
し
給
へ
り。
さ
ぶ
ら
ふ
人
々
も、
若
や
か
に
す
ぐ
れ
た
る
を、
姫
君
の
御
方
に
と、
選
ら
せ
給
ひ
て、
少
し
大
人
び
た
る
か
ぎ
り
、
な
か
／
＼
由
く
し
く、
装
束、
有
様
よ
り
は
じ
め
て、
目
や
す
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
6）
も
て
つ
け
て
、
こ
〉
か
し
こ
に
群
れ
ゐ
つ
〉
、
歯
固
の
祝
ひ
し
て、
餅
鏡
を
さ
へ
取
り
よ
せ
て
千
歳
の
蔭
に
し
る
き
」
と
あ
る
。
ま
た、
篠
田
統
氏
に
よ
る
と、
「
藤
原
忠
実
の
日
記
の
康
和
四
年
（
＝
〇
二
年）
の
正
月
に
は、
一
、
二、
三、
七
日
の
四
回
鏡
餅
を
拝
し
て
い
る
。
（
中
略）
歯
固
を
食
べ
る
の
と
餅
鏡
を
拝
む
の
と
は
相
当
古
く
か
ら
「
緒
に
行
わ
れ
て
き
た
。
（
中
略）
正
月
そ
う
そ
う
餅
鏡
を
拝
む
の
は
、
つ
ま
り
は
神
を
拝
む
こ
と
に
通
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
鏡
は
非
常
に
神
聖
視
さ
れ
て
い
た。
多
く
の
神
祠
の
神
体
が
宝
境
で
あ
る
し、
三
種
の
神
器
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
餅
を
も
ち
い
る
の
は
、
一
つ
に
は
宝
境
が
唯
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
し
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
7）
家
に
も
あ
る
と
限
ら
な
い
し
、
金
属
鏡
が
あ
ま
り
に
も
神
聖
な
の
で、
餅
鏡
を
も
っ
て
こ
れ
を
形
代
（
身
代
り）
と
し
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
餅
が
宗
教
的
な
色
彩
の
強
い
食
品
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で、
歯
固
を
食
べ
る
こ
と
と、
餅
鏡
を
拝
む
こ
と
に
は
意
味
の
分
化
や
統
合
が
予
想
さ
れ、
論
議
を
よ
ん
で
い
る。
餠
鏡
を
拝
む
際
に、
そ
の
餅
を
少
量、
口
に
ふ
く
む
か
噛
む
か、
あ
る
い
は
食
べ
た
り
し
た
事
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
後
世
に
な
る
と
、
こ
の
祝
儀
は
は
っ
き
り
分
離
す
る。
歯
固
の
た
め
に
食
べ
る
の
は
雑
煮
餅
と
な
り
、
餅
鏡
は
鏡
餅
と
し
て
拝
む
だ
け
の
も
の
と
な
っ
た
。
ち
な
み
　
　
ゆ
づ
り
は
に、
譲
葉
を
餅
鏡
の
下
に
敷
く
な
ら
わ
し
に
つ
い
て
は、
『
枕
草
子
』
が
伝
え
て
く
れ
る
。
「
ゆ
づ
り
葉
の
い
み
じ
う
さ
さ
や
か
に
つ
や
め
き、
茎
は
い
と
あ
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
8）
き
ら
き
ら
み
え
た
る
こ
そ
あ
や
し
け
れ
ど
を
か
し
。
（
中
略）
齢
を
延
ぶ
る
歯
固
の
具
」
と
あ
る
。
譲
葉
は
革
質
で、
新
し
い
葉
が
出
る
の
を
待
っ
て
古
い
葉
が
落
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
9）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
め
ん
ち
る。
正
月
の
飾
り
物
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
当
時
の
餅
で
あ
る
が、
『
和
名
類
聚
抄
』
に
「
毛
知
比
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
令
糯
麺
合
并
　（
n）
也
」
と
い
う
注
か
ら、
糯
米
と
麦
粉
な
ど
を
合
わ
せ
て
作
っ
た
も
の
で、
現
在
の
餅
と
は
異
な
る
。
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へ
　ら
　
餝
か
ら
餅
と
い
う
の
は
歯
固
の
食
品
の
主
流
で
あ
る
。
し
か
し、
餅
鏡
の
他
に
大
根、
菰、
鹿
完、
猪
完
、
押
鮎
、
塩
煮
鮎
を
盤
台
に
差
し
出
し
た
。
先
に
あ
げ
た
『
江
家
次
第
』
に
は
、
鴫
や
雉
を
獣
肉
の
代
用
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
獣
肉
の
類
は
乾
燥
品
で
あ
る
。
平
安
時
代
は、
保
存
食
が
大
い
に
発
達
し
た
時
代
で
あ
っ
て
、
歯
固
の
食
品
に
も
そ
の
影
響
が
強
い
。
一
五
世
紀
か
ら
、
消
化
の
悪
い
歯
固
の
食
品
と、
餅
を
一
緒
に
ま
ぜ
て
煮
た
雑
煮
が
工
夫
さ
れ
た
。
こ
れ
は
消
化
を
考
慮
し
た
食
生
活
の
合
理
化
で
あ
り、
こ
れ
で
正
月
の
三
ヵ
日
の
朝
を
祝
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た、
歯
固
の
食
品
の
う
ち
で
特
に
重
視
さ
れ
る
の
は
大
根
で
あ
る
・
『
枕
草
子
』
の
「
え
せ
者
の
所
得
る
を
り
の
鶉
」
の
箜
に
正
月
の
大
根
を
あ
げ
て
い
る
。
大
根
は、
ジ
ア
・
タ
ー
ゼ
を
含
み
消
化
を
促
進
さ
せ
る
の
で、
固
い
物
を
食
べ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
平
安
時
代
の
人
々
に
は
大
変
重
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
歯
固
の
配
膳
の
図
が
『
類
聚
雑
要
抄
』
に
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
13）
、
の
で、
参
考
の
た
め
注
の
と
こ
ろ
に
引
用
し
た
。
　
次
に、
御
薬
と
い
っ
て
典
薬
寮
で
調
剤
し
た
屠
蘇
を
飲
む
儀
に
つ
い
て
述
べ
る
。
元
日
に
屠
蘇
を
飲
む
こ
と
は、
古
代
中
国
に
お
い
て、
揚
子
江
下
流
域
に
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
日
本
に
伝
わ
り、
宮
廷
の
供
御
薬
と
い
う
行
事
に
と
り
込
ま
れ
た
。
屠
蘇
は
鬼
気
を
屠
絶
し、
人
魂
を
蘇
す
る
意
味
で
あ
る
。
屠
は
割、
蘇
は
鬼
の
名
と
い
わ
れ
て
い
る
。
屠
蘇
の
語
義
や
起
源
の
研
究
は
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
詳
し
い
。
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
李
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば、
「
屠
蘇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
とコ
つ
の
語
源
を
東
部
チ
ベ
ッ
ト
語
の
木
板
に
求
め
る
。
そ
し
て
屠
蘇
は
語
源
か
ら
派
生
し
て
ω
牀
板、
榻
板
 
木
版
の
屋
根
の
覆
う
建
築
物
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し、
 
の
意
味
か
ら
、
唐
の
韓
鄂
の
『
歳
華
紀
麗
』
巻
一
、
正
月
元
日
『
屠
蘇
を
進
む
』
の
条
に
、
『
俗
説
云
う
。
屠
蘇
は
乃
ち
草
庵
の
名
な
り
。
昔
、
人
あ
り
草
庵
の
中
に
居
す
。
毎
歳
除
夜
、
閭
里
に
一
薬
の
貼
を
遺
る
。
嚢
を
し
て
井
中
に
浸
し
め、
元
日
に
至
り
て
水
を
取
り
酒
樽
に
置
き、
家
を
合
せ
て
之
を
飲
む
。
瘟
疫
を
病
ま
ず、
今
人、
其
方
（
そ
の
造
り
方
）
を
得
て
其
の
人
の
姓
名
を
知
ら
ず
。
但
だ
屠
蘇
と
日
う
の
み
』
と、
屠
蘇
の
俗
説
を
見
事
に
解
決
し
た
。
す
な
わ
ち
、
．
屠
蘇
と
は
原
義
か
ら
派
生
し
た
 
の
意
味
ー
木
版
の
屋
根
の
建
築
物
が
あ
り、
こ
れ
が
草
庵
と
結
合
し、
屠
蘇
酒
11
草
庵
と
な
っ
た
の
で
あ
る。
さ
ら
に
李
氏
は
丶
屠
蘇
酒
の
起
源
に
つ
い
て
二
通
り
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
は、
『
晋
書
』
巻
九
五、
単
道
開
伝
に
彼
が
三
三
五
年
頃
敦
煌
よ
り
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
そ
京
し
た
後、
鎮
守
薬
数
丸
と
共
に
荼
蘇
（
葡
萄
の
ジ
ュ
ー
ス〉、
二、
三
升
を
飲
ん
だ
こ
と
を
指
摘
し、
荼
蘇
と
屠
蘇
が
同
じ
発
音
で
あ
り、
両
者
と
も
健
康
に
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
そつ
係
あ
る
飲
料
で
あ
る
か
ら、
あ
る
い
は
荼
蘇
が
屠
蘇
酒
の
起
源
か
も
知
れ
な
い
と
し、
第
二
はハ
彌
勒
菩
薩
が
住
み
、
彌
勒
の
浄
土
で
あ
る
兜
率
天
に
往
生
し
よ
う
と
い
う
思
想
か
ら
、
兜
率
陀
→
話一
号
の
縮
約
で
あ
る
兜
率
に
起
源
す
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
失
訳
『
陀
羅
尼
雑
集
』
の
呪
文
の
中
に
屠
蘇
託
→
砺
二
。
の
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
が
あ
る
こ
と
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。
上
記
呪
文
は
く
り
返
し
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て、
病
患
を
防
ぎ、
福
利
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で、
屠
蘇
酒
も
同
じ
目
的
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
14V
ら
飲
む
の
で、
屠
蘇
咤
か
ら
屠
蘇
酒
を
飲
む
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
さ
れ
る
。
」
　
屠
蘇
は
白
龍
や
麕
壌
．
総
と
同
様
に
御
薬
の
一
つ
で
あ
る
が、
屠
蘇
で
も
っ
て
御
薬
を
代
表
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
材
料
は
主
に
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
屠
蘇
の
材
料
は、
暁
榔
、
山
椒、
び
曄
臧
（
根
の
白
い
お
け
ら）、
桔
梗、
際
廊
な
ど
で
あ
る
。
白
散
の
材
料
は、
白
朮
丶
桔
梗
、
縮
報
な
ど
で
あ
ゑ
度
嶂
散
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
寺
林
目
平
安
時
代
の
食
生
活
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六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
15）
材
料
は、
麻
黄
、
山
椒、
細
辛
、
防
風、
桔
梗
、
乾
薑、
白
朮、
肉
桂
な
ど
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る
は
じ
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ず
　
次
に
儀
式
の
順
序
を
み
る
。
『
延
喜
式
』
に
よ
る
と、
十
二
月
晦
日
の
夕
方、
典
薬
寮
に
お
い
て、
大
黄、
蜀
椒、
桔
梗、
桂
心、
防
風、
白
朮、
鳥
頭
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
16H
の
薬
品
を
調
合
し
て
緋
の
絹
の
袋
に
入
れ、
井
戸
に
つ
る
す
。
元
日
に
こ
れ
を
出
し
て
三
升
の
温
酒
の
中
に
入
れ
て
献
す
る
と
あ
る
。
元
日
の
朝
陽、
ま
さ
に
春
の
象
徴
で
あ
る
青
陽
の
気
を
水
ぎ
わ
に
つ
る
し
て
浸
し
湿
ら
そ
う
と
す
る
意
図
が
、
屠
蘇
を
井
戸
に
つ
る
す
理
由
で
あ
る
。
中
国
の
古
い
風
習
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
。
『
土
左
日
記
』
の
中
で、
「
元
日
、
な
ほ
お
な
じ
泊
な
り
。
白
散
を
或
者、
『
夜
の
問
。
』
と
て、
船
屋
形
に
さ
し
は
さ
め
り
け
れ
ば、
風
に
吹
き
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17）
ら
せ
て、
海
に
い
れ
て
、
え
飲
ま
ず
な
り
ぬ
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
或
者
が
元
日
に
飲
も
う
と、
一
晩
船
屋
形
に
は
さ
ん
で
お
い
た
大
事
な
屠
蘇
白
散
が
、
風
に
吹
か
れ
て
な
く
な
り
、
飲
ま
ず
に
終
っ
た、
と
の
意
で
あ
り
嘆
い
て
い
る
様
子
が
ほ
ほ
え
ま
し
く
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
18　
　
『
江
家
次
第
』
に
、
「
先
煖
二
御
酒一
以
二
御
薬一
入
二
於
酒一
名
二
之
屠
蘇
コ
盛
二
別
器一。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
内
膳
官
人、
以一
大
土
坏
三
枚
、
小
土
器
三
枚一
与
二
薬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ス
コ
　（
P）
女
官一
女
官
分
二
御
酒一
、
前
分
令
レ
嘗
二
薬
子
こ
と
あ
る
よ
う
に、
［
献
の
時
は
ま
ず
薬
子
に
屠
蘇
を
入
れ
た
酒
を
試
飲
さ
せ
る
。
『
年
中
行
事
歌
合
』
に
よ
る
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m）
薬
子
と
は
幼
い
童
女
で
あ
る
。
卑
幼
の
者
の
試
飲
の
後
に、
尊
長
の
人
に
勧
め
る
わ
け
で
あ
る
。
や
は
り
唐
以
来
の
風
習
で
あ
る。
『
枕
草
子
』
に、
「
え
せ
者
の
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
ざ
ん
　
　
　
　
〔
皿H
所
得
る
を
り
（
中
略）
元
三
の
薬
子
。
」
と
あ
る
。
薬
子
で
あ
る
少
女
は、
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
幅
を
き
か
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
詳
し
い
作
法
に
つ
い
て、
池
田
亀
鑑
氏
の
描
写
が
生
々
と
し
て
い
る
。
「
薬
子
は
鬼
の
間
よ
り
進
み、
端
の
几
帳
の
下
に
居
る
。
薬
子
が
試
み
て
後、
銀
の
瓶
子
に
入
れ、
薬
の
か
み
が
と
っ
て、
陪
膳
に
伝
え
る
。
主
上
は
座
を
立
た
れ、
夜
の
御
殿
の
南
の
戸
か
ら
入
ら
れ、
塗
篭
の
東
の
方
の
戸
に
向
っ
て
立
た
れ
る
。
陪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
ど
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
22∀
膳
は
御
盃
を
持
っ
て
差
し
上
げ
る
。
お
飲
み
に
な
っ
た
の
を
女
官
に
返
さ
れ、
こ
れ
を
後
取
の
人
に
飲
ま
せ
る
。
」
後
取
と
は
蔵
人
で
あ
る
が、
元
日
は
四
位
、
二
日
は
五
位、
三
日
は
六
位
の
そ
れ
ぞ
れ
の
蔵
人
が
役
に
当
た
る
。
　
一
献
は
屠
蘇、
二
献
は
白
散
、
三
献
は
度
嶂
散
が
差
し
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
供
御
薬
の
儀
式
は
三
日
間
同
じ
よ
う
に
繰
り
返
し
て
行
わ
れ
る
。
た
　
　
　
　
　
　
と
う
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
う
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
23）
だ
、
三
日
に
は
御
唐
薬
が
差
し
上
げ
ら
れ
る
。
唐
薬
と
は
膏
薬
で
あ
る。
薬
指
に
つ
け
て
額
や
耳
の
裏
に
塗
り、
薬
師
如
来
の
印
相
に
か
た
ど
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
供
御
薬
の
儀
は
、
嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
年
間
か
ら
始
め
ら
れ
定
着
し
て
い
く
。
以
上
の
よ
う
に、
正
月
行
事
は
ま
ず
邪
気
鬼
気
を
払
い、
新
し
き
年
に
蘇
生
再
生
を
願
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
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元
日
節
会
「
正
月
一
日
は、
ま
い
て
空
の
け
し
き
も
う
ら
う
ら
と、
め
づ
ら
し
う
霞
み
こ
め
た
る
に、
世
に
あ
り
と
あ
る
人
は
皆、
姿、
か
た
ち、
心
異
に
つ
く
ろ
ひ、
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君
を
も
我
を
も
祝
ひ
な
ど
し
た
る・
様
異
に・
を
か
し
噛．
L
『
枕
草
子
』
の
一
節
で
あ
る
。
元
日
の
行
事
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
特
に
取
り
あ
げ
て
い
な
い。
邪
気
鬼
気
に
脅
え
る
心
情
が
嘘
の
よ
う
に、
季
節
美
の
中
に、
の
ど
か
な
元
日
の
有
様
を
見
事
に
描
い
て
い
る。
　
『
西
宮
記
』
、
『
北
山
抄
』 、
『
江
家
次
第
』
な
ど
、
当
時
の
儀
式
書
か
ら
元
日
節
会
を
み
る
。
朝
賀
の
儀
が
終
る
と、
昼
過
ぎ
か
ら
宮
中
で
文
武
百
官
を
招
い
て
の
新
年
宴
会、
つ
ま
り
元
日
節
会
が
行
わ
れ
る。
こ
の
儀
式
は
元
正
天
皇
の
霊
亀
二
年
（
七
一
六
年）
か
ら
始
ま
る
。
当
初
は
大
極
殿
や
豊
楽
院
な
ど
で
催
さ
れ
た
が、
淳
和
天
皇
（
八
二
三
年
ー
八
三
三
年）
の
時
代
か
ら
は
紫
宸
殿
を
用
い
た
。
現
今、
天
皇
が
元
日
の
朝
に
行
わ
れ
る
晴
の
御
膳
の
儀
は、
元
日
節
会
の
名
残
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
に
ん
　
『
江
家
次
第
』
に、
「
内
弁
召
レ
外
記
問
二
諸
司
具
不一
又
召一
外
任
奏一
付一
蔵
人一
奏
レ
之
　
仰
令
レ
候
レ
列
　
諸
司
奏
可
レ
付
二
内
侍
所一
由
件
次
被
レ
奏
　
中
務
省
御
暦
奏
　
宮
内
省
縄
た
概
奏
　
騰
赦
奏
噛
と
あ
る
。
ま
た
『
延
喜
式
』
「
宮
内
省
」
に
は、
「
凡
蔵
レ
氷
之
處
。
收
氷
多
少
乃
氷
厚
薄
。
毎
レ
處
具
録
。
元
日
群
臣
未
レ
喚
之
前
・
嘉
巳
上
將
二
本
司
久
奏
・
莚
二
氷
糞
囑
ビ
あ
る
。
内
弁
を
つ
と
め
る
左
大
臣
が
外
任
奏
を
行
な
う
。
諸
国
の
国
司
で
任
符
を
受
け
て
い
な
暑
や、
任
符
を
受
け
て
い
る
が
ま
だ
赴
任
し
て
い
な
い
者
、
あ
る
い
は
特
別
に
入
京
し
て
節
会
に
参
列
で
き
る
者
な
ど
の
姓
名
を
書
い
て
奏
聞
す
る
こ
と
が、
外
任
の
奏
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
天
皇
へ
の
伝
達
式
で
あ
り、
役
入
の
認
証
式
で
あ
る
。
こ
の
後
に
諸
司
奏
と
い
っ
て、
中
務
省
か
ら
七
曜
御
暦
の
案
が、
宮
内
省
の
主
水
司
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ち
ゆ
う
れ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
え
ら
は
氷
の
様
が、
同
じ
く
内
膳
司
か
ら
腹
赤
の
贄
が、
そ
れ
ぞ
れ
天
皇
に
申
し
あ
げ
ら
れ、
献
上
さ
れ
る
。
暦
は
七
曜
日
が
説
明
さ
れ
た
具
註
暦
で
あ
る
。
天
皇
出
御
と
同
時
に
函
に
納
め
て
献
上
さ
れ
る
。
こ
れ
を
暦
奏
と
い
う
。
ま
た、
氷
の
厚
薄
多
少
を
奏
す
る
の
は
氷
様
と
い
い、
氷
の
厚
い
こ
と
が
豊
年
の
し
る
し
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
あ
っ
た
。
三
つ
め
は
腹
赤
奏
と
い
う。
腹
赤
は
鱒
あ
る
い
は
鱒
に
似
た
魚
で
あ
る
。
景
行
天
皇
行
幸
の
際
に、
肥
後
玉
名
郡
長
浜
の
漁
師
が
献
上
し
た。
そ
の
後、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
天
平
十
五
年
（
七
四
三
年）
正
月
に
大
宰
府
か
ら
貢
進
し
た
の
が
始
ま
り
で、
築
後
、
肥
後
両
国
の
貢
進
す
る
輓
を
朝
廷
に
献
上
す
る
。
　
諸
司
奏
を
終
え
る
と、
天
皇
は
紫
宸
殿
の
御
帳
の
中
に
お
で
ま
し
に
な
り、
続
い
て
親
王
以
下
公
卿
も
南
庭
に
並
ん
で
立
つ
。
内
弁
の
指
図
で
一
同
昇
殿
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
のり
座
る
と
二
度
続
け
て
頭
を
下
げ
る
。
そ
こ
で
謝
酒
の
礼
を
行
な
い、
次
に
台
盤
の
饗
に
つ
く
。
御
膳
の
内
容
は
・
『
江
家
次
第
』
に
よ
る
差
記
の
と
ち
で
あ
る
・
「
供
二
次
次
蠻
攣
諜
羅
醫
次
給
二
臣
蕪
餌
次
響
下
臣
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
の　
　
　
　
　
　
あ
わ
ぴ
　
　
あ
つ
も
の
随
下
レ
箸
　
次
供
二
蚫
御
羮
一
次
供
二
御
飯一
次
供
進
物
所
御
菜一
次
供
二
御
厨
子
所
御
菜
二
盤一
給
二
臣
下
飯
汁
物一
」
　
　
『
北
山
抄』
に
よ
る
と、
「
采
女
供
レ
膳、
次
所
司
率
二
内
竪一
賜
二
王
卿
饒
飩→
畢
天
皇
撩
二
御
箸
→
群
臣
措
レ
笏
下
レ
箸、
次
供
二
御
飯→
次
賜
二
群
臣
飯
汁
物→
畢
雫
二
御
箸
・
群
臣
食
畢
供
三
節
御
逎
次
賜
二
至
次
供
二
御
酒
も
で
あ
る
。
『
西
宮
記
』
・
よ
る
と、
饒
飩
と
票
讐
れ
三
る
。
．
訓．
　
唐
菓
子
の
類
は・
　
『
北
山
抄
』
と
『
西
官
記
』
に
は
饂
飩
し
か
み
え
な
い
。
し
か
し、
『
江
家
次
第
』
に
は
、
そ
の
他
に
鎚
子、
黏
臍、
鐸
鑼、
團
喜
、
が
あ
る
・
唐
菓
子
は
日
本
古
来
の
木
菓
子
に
対
し
て
、
中
国
の
粉
製
の
品
で
あ
る
。
そ
の
品
名
も
中
国
名
で
あ
る
。
　
形
も
異
国
的
な
装
い
を
加
え
、
油
で
揚
げ
て
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
寺
林目
平
安
時
代
の
食
生
活
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八
濡
製
法
・
『
畢
類
記
』
・
脅
馳．
冓
的
な
製
法
・
相
心
像
で
き
る
・
原
料
・
小
霧
機
米
ま
た
は
糯
米
・
粉
を
用
・
る
・
も
の
の
形
を
作
る
に
ば・
粉
を
こ
ね
て
丸
め
、
ゆ
で
て
臼
で
搗
く
。
そ
れ
を
濡
ら
し
た
布
に
包
み
、
少
し
ず
つ
ち
ぎ
っ
て
作
る
。
干
柿、
棗
、
栗
の
粉
や
胡
麻
を
装
飾
的
に、
ま
た
味
覚
の
バ
ラ
ン
ス
の
た
め
添
え
る
こ
と
も
あ
る
。
髞
は
小
麦
の
粉
で
円
形
に
作
り
、
細
か
く
刻
ん
だ
肉
螽
の
代
り
に
中
へ
入
れ、
煮
た
も
の
で
あ
る
・
「
鋳
肉
麺
包
煮
之
醤
『
和
名
類
聚
抄
』
に
あ
る
・
鎚
子
は
米
粉
を
か
た
め
て
蒸
し
て
ポ
る
。
先
の
と
が
っ
た
弾
丸
の
よ
う
な
形
で、
す
す
り
団
子
に
似
て
い
る
。
前
掲
書
に
「
都
以
之
脯）
と
あ
る
。
黏
臍
は
人
の
臍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕊）
に
似
て、
下
は
平
た
く
中
に
窪
み
が
あ
る
。
油
揚
げ
の
菓
子
で
あ
る
。
同
じ
く
「
油
餅
名
也
」
と
あ
る
。
鐸
鑼
は
糯
米
で
作
る。
薄
平
た
い
煎
餅
の
形
で、
表
を
焼
き
・
が
し
て
あ
・
。
同
じ
−
溶
云
比
聟
嚇．
と
あ
る
。
團
荳
帽
は
グ
7
ブ
の
よ
う
な
形
の・
油
揚
げ
の
菓
子
で
あ
る
・
同
じ
く
「
歓
團
喜
『 ．
と
あ
る
・
　
唐
菓
子
の
他
に
、
御
菜
、
蚫
羮
、
飯、
汁
物
が
あ
る
。
御
菜
に
つ
い
て
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
蚫
羮
と
は
蚫
入
り
の
吸
い
物
で
あ
る
。
羮
は
熱
い
物
の
略
で
あ
っ
て
、
起
源
は
中
国
で
あ
る
。
羮
と
汁
物
の
相
違
は
、
羮
は
具
が
多
く
て
シ
チ
ュ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て、
汁
物
は
現
在
の
吸
物
と
い
え
る
。
飯
は
当
然、
玄
米
を
蒸
し
た
強
飯
で
あ
ろ
う。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
ず
　
以
上
の
御
膳
が
差
し
出
さ
れ
た
後
に
三
献
の
儀
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
余
興
で
あ
る
。
山
中
裕
氏
の
叙
述
に
従
う
。
コ
献
で
は
吉
野
国
栖
が
歌
笛
を
奏
す
る
。
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ざ
け
栖
と
は
大
和
国
吉
野
山
に
住
ん
で
い
た
土
蜘
蛛
の
子
孫
で、
応
神
天
皇
の
時、
吉
野
山
行
幸
の
際
に
醴
酒
を
献
上
し
、
歌
を
唄
い
土
地
の
産
物
を
献
上
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
以
来、
大
嘗
祭
を
初
め、
そ
の
ほ
か
の
節
会
の
と
き
に
は
か
な
ら
ず
入
京
し
て
参
賀
し、
多
く
の
献
上
物
を
献
上
す
る
と
い
う
。
二
献
は
御
酒
勅
使、
三
献
で
は
遜
と
い
い、
治
部
省
雅
楽
寮
の
官
人
が
庭
中
・
立
ち
な
が
ら
楽
を
奏
す
 
」
こ
・
ま
で
儀
式
が
進
行
し
た
と
こ
ろ
で
宣
命
使
が
自
日
奮
読
む
・
漢
文
体
の
詔
勅
に
対
し、
万
葉
が
な
を
お
り
込
ん
だ
祝
詞
の
類
い
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
同
は
殿
を
下
り
て
再
拝
し、
禄
を
賜
る
。
天
皇
は
お
帰
り
に
な
っ
て、
元
日
　
　
　
　
　（
39｝
節
会
が
終
る
。
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四
恒
例
の
大
饗
　
最
も
摂
関
的
な
行
事
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
二
宮
大
饗
と
摂
関
大
臣
大
饗
が
あ
る。
こ
の
二
つ
を
恒
例
の
大
饗
と
い
う
。
二
宮
大
饗
と
は
正
月
二
日
に、
親
王、
公
卿
以
下
群
臣
が
二
宮
に
拝
賀
し
、
饗
宴
を
賜
わ
る
行
事
で
あ
る
。
『
公
事
根
源』
に
よ
る
と、
二
宮
と
は
中
宮
と
東
宮
を
指
す。
古
く
は
皇
后
の
み
に
限
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
40）
ら
ず、
皇
太
后
や
太
皇
太
后
な
ど
も
東
宮
に
並
べ
て
二
宮
と
称
し
た
。
淳
和
天
皇
の
天
長
五
年
（
八
二
八
年）
に、
皇
太
子
以
下
後
宮
に
奉
賀
が
行
わ
れ
た
の
が
初
め
で
あ
る
。
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『
北
山
抄
』
に
よ
っ
て
二
宮
大
饗
の
儀
を
み
る
。
公
卿
以
下
皇
后、
皇
太
子
が
そ
れ
ぞ
れ
の
御
所
で
あ
る
二
宮
の
本
宮
に
参
り、
庭
に
整
列
す
る
。
そ
こ
で
二
度
頭
を
下
げ
て
退
出
し、
中
宮
の
饗
に
つ
く。
大
夫
二
人
が
と
る
冖
献
。
大
臣
二
人
が
と
る
二
献
で
勧
盃
の
儀
が
行
わ
れ
る
。
公
卿
が
と
る
三
献
に
続
い
て、
雅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
41）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
た
ち
　
つ
つ
み
や
き
　
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
42）
楽
寮
が
音
楽
を
奏
し
舞
を
す
る
。
次
い
で
東
宮
の
饗
に
つ
く
。
　
『
西
宮
記
』
に
よ
れ
ぼ、
覗
飩、
飯、
汁
、
茎
立
、
包
焼、
蘇
、
甘
栗
を
差
し
出
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
B〕
　
摂
関
大
臣
の
大
饗
は、
『
年
中
行
事
絵
巻』
に
そ
の
様
子
が
伺
え
る
。
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
大
臣
の
私
邸
に
宴
を
設
け
て
、
親
王
や
公
卿
を
招
く
も
の
で
あ
る
。
延
喜
年
間
（
九
〇
一
年
ー
九
二
二
年）
に
始
ま
っ
た
。
摂
関
家
の
勢
力
の
隆
盛
に
つ
れ
て
こ
の
儀
式
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る。
ま
ず、
請
客
使
と
称
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
44V
る
五
位
の
使
を
親
王
家
に
遣
わ
す
。
「
其
詞
云
今
日
有
二
大
饗一
若
令一
過
給一
如
何
云
」
と
い
う
招
待
文
は
『
江
家
次
第』
に
あ
る
。
続
い
て
朝
廷
か
ら、
大
饗
の
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ゆ
う
ら
く
　
く
す
こ
　
　
　
　
　
　
　
そ
あ
か
わ
れ
る
摂
関
の
邸
に
使
を
遣
わ
し
て、
牛
酪
と
栗
子
を
賜
う
。
こ
れ
を
蘇
甘
栗
の
使
と
い
う
。
『
枕
草
子
』
「
め
で
た
き
も
の
」
に
、
「
大
饗
の
を
り
の
甘
栗
の
使
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
45）
ど
に
ま
ゐ
り
た
る
も
て
な
し
」
と
あ
る
。
勅
使
が
禄
を
賜
り
帰
る
と
、
ま
も
な
く
尊
者
が
到
着
す
る。
尊
者
は
親
王
お
よ
び
公
卿
で
あ
り
非
常
に
尊
ば
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
46）
　
　
『
江
家
次
第』
に
よ
れ
ば、
「
掌
客
使
申
二
尊
者
来
座
由一
公
卿
以
下
列
二
立
中
門
外一
（
中
略）
主
人
尊
者
相
並
昇
自
二
南
階
東
西
端一
着
レ
座
」
以
下、
主
人
が
尊
者
を
も
て
な
す
次
第
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
着
座
後、
五
献
の
儀
が
あ
り、
そ
の
供
膳
に
つ
い
て
は
前
掲
書
に、
幌
飩
、
飯、
汁
物、
雉
羮、
茎
立、
包
焼
　
　
〔
47）
が
あ
る
。
こ
の
中
で
は
雉
羮
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
鷹
飼
や
犬
飼
が
客
を
も
て
な
す
か
ら
で
あ
る。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
姻）
　
主
催
者
が
藤
原
氏
の
氏
長
者
で
あ
れ
ば
、
前
掲
書
に、
「
藤
氏
長
者
朱
器
台
盤
」
と
あ
る
よ
う
に、
藤
原
氏
の
高
祖
冬
嗣
よ
り
伝
わ
る
朱
器
台
盤
を
用
い、
他
の
大
臣
は
赤
木
黒
木
の
机、
様
器
を
用
い
る
。
前
者
は
朱
器
の
饗、
後
者
は
様
器
の
饗
と
い
わ
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た、
五
献
の
儀
の
と
き
に
雅
楽
寮
の
舞
で
も
て
な
さ
れ
る。
以
上
の
よ
う
に
尊
者
が
尊
ば
れ、
盛
大
に
も
て
な
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
折
口
信
夫
氏
は
「
河
童
の
話
」
の
中
で
、
尊
者
は
正
月
の
神
と
考
え
ら
れ
、
神
の
来
る
夜
の
儀
式
と
し
て
盛
大
な
饗
宴
が
く
り
返
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
注
目
し
て
山
中
裕
氏
も、
尊
者
の
初
め
の
意
図
は
正
月
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
49）
神
を
迎
え
る
た
め
で
あ
っ
た
と
同
意
し
て
い
る
。
興
味
深
い
解
釈
で
あ
る
が、
元
日
節
会
の
返
礼
あ
る
い
は
対
抗
措
置
か
も
し
れ
な
い。
　
二
宮
の
大
饗
で
は、
鯤
飩、
飯
、
汁、
茎
立、
包
焼、
蘇、
甘
栗
が
差
し
出
さ
れ
て
い
る
。
摂
関
大
臣
の
大
饗
で
は、
鯤
飩、
汁
物、
飯
、
雉
羮、
包
焼、
茎
立、
ま
た
蘇
甘
栗
使
が
賜
う
牛
酪
と
栗
子
で
あ
る
。
両
者
に
は
、
餽
飩
、
飯、
汁
物、
茎
立、
包
焼
、
栗
な
ど
共
通
し
た
食
品
が
多
い
。
包
焼
と
は、
鮒
な
ど
の
腹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る
み
の
中
に
昆
布
、
串
柿
、
胡
桃、
蒸
し
た
栗
な
ど
を
入
れ
て
縫
い
、
鰹
節
の
汁
に
浸
し
て
焼
い
た
も
の
で
あ
る
。
　
蘇
や
牛
酪
は
乳
製
品
で
あ
る
。
善
那
と
い
う
渡
来
人
が
孝
徳
天
皇
（
六
四
五
年
−
六
五
四
年）
に、
牛
乳
を
し
ぼ
っ
た
も
の
を
薬
餌
と
し
て
献
上
し
た
。
そ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
と
く
す
り
の
お
み
美
味
に
天
皇
は
喜
び
、
大
和
薬
使
主
の
姓
を
彼
に
賜
わ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
日
本
人
が
牛
乳
を
飲
む
よ
う
に
な
っ
た
契
機
で
あ
る
。
大
宝
律
令
の
典
薬
寮
に
は
牛
乳
を
し
ぼ
る
乳
戸
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
既
に
天
智
天
皇
（
六
六
一
年
−
六
七
一
年）
の
時
代
に、
各
地
に
牧
を
置
い
て
牛
を
飼
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
い
　
牛
乳
は
生
で
飲
ま
な
か
っ
た
。
絹
で
濾
過
し
、
煮
沸
消
毒
し
て
用
い
た
。
『
延
喜
式
』
「
典
薬
寮
」
に、
牛
乳
を
こ
す
篩
の
絹
、
絹
を
縫
う
生
糸、
牛
の
足
を
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
寺
林
一
平
安
時
代
の
食
生
活
　
　
　
　
　
−
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　一
〇
ば
る
布、
牛
の
腹
に
か
け
る
布、
乳
房
を
ふ
く
布
、
し
ぼ
っ
た
牛
乳
を
入
れ
る
陶
鉢
、
陶
鉢
の
蓋
な
ど
の
記
述
が
見
い
出
さ
れ
る
。
牛
乳
の
採
取
に
つ
い
て
も、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
50）
飲
食
の
た
め
の
処
理
と
同
様
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
牛
乳
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
を
物
語
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駐）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
陀）
　
『
和
名
類
聚
抄
』
に
よ
る
と、
蘇
は、
「
牛
羊
乳
酊
為
也
」
と
あ
る
。
ま
た
蘇
を
更
に
固
型
化
し
た
も
の
が
牛
酪
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て、
蘇
は
練
乳
の
よ
う
な
も
の
で
、
牛
酪
は
バ
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
加
工
品
で
あ
り、
遠
方
に
運
ぶ
場
合
に
は
適
し
て
い
た
。
籠
や
壼
に
詰
め
て
保
存
さ
れ
た
。
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五
供
若
菜
　
供
若
菜
と
い
う
行
事
は
、
正
月
の
最
初
の
子
の
日
と
七
日
に
行
わ
れ
る
。
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
述
べ
る。
起
源
は
古
代
中
国
の
陰
陽
道
で
あ
る。
正
月
の
子
の
日
に
、
丘
に
登
っ
て
四
方
を
望
み
、
陰
陽
の
静
気
を
得
て
憂
悩
を
除
い
た
の
で
あ
る
。
他
方、
日
本
古
来
の
民
間
行
事
と
し
て、
丘
や
野
で
若
菜
を
摘
む
と
い
う
風
習
が
あ
っ
た
。
両
者
が
融
合
し
て、
宮
中
で
は
子
の
日
供
若
菜
と
い
う
行
事
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
若
菜
を
摘
ん
で
、
若
菜
羮
を
食
べ
る
儀
式
が
行
わ
れ
た
。
民
間
行
事
を
宮
廷
が
採
用
し
た
例
と
し
て
意
義
深
い
。
宮
廷
は
精
神
を
中
国
の
陰
陽
道
か
ら、
形
式
を
わ
が
国
の
民
間
行
事
か
ら
取
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
｝
般
的
傾
向
と
し
て、
平
安
貴
族
や
女
房
達
の
間
に
流
布
す
る
と、
思
想
性
は
失
わ
れ
形
式
化
し、
さ
ら
に
儀
式
化
す
る
。
そ
れ
が
日
本
化
で
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
ぱ
は
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
53）
　
奈
良
時
代
、
大
伴
家
持
は
「
初
子
の
今
日
の
玉
箒
手
に
取
る
か
ら
に
揺
ら
ぐ
玉
の
緒
」
と、
『
万
葉
集
』
巻
二
〇
に
詠
ん
だ
歌
が
あ
る
。
最
初
の
子
の
日
に
宴
が
催
さ
れ
て
い
る
。
後
に
、
子
の
日
供
若
菜
の
行
事
に
発
展
す
る
子
の
日
宴
の
存
在
が
既
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
　
平
安
時
代
に
入
っ
て、
供
若
菜
の
行
事
は
盛
ん
に
な
り、
平
安
中
期
に
は
儀
式
化
が
徹
底
さ
れ
る
。
『
土
左
日
記
』
に
は、
「
廿
九
日
舟
出
だ
し
て
ゆ
く
。
う
ら
う
ら
と
照
り
て
漕
ぎ
ゆ
く
。
爪
の
い
と
長
く
な
り
た
る
を
み
て、
日
を
数
ふ
れ
ば、
け
ふ
は
子
日
な
り
け
れ
ば
切
ら
ず
。
正
月
な
れ
ば、
京
の
子
日
の
こ
と
言
ひ
い
で
〉、
『
小
松
も
が
な
』
と
い
へ
ど
、
海
中
な
れ
ば、
難
し
か
し。
或
女
の
書
き
て
出
だ
せ
る
歌
、
『
お
ぼ
つ
か
な
け
ふ
は
ね
の
ひ
か
あ
ま
な
ら
ば
海
松
を
だ
に
ひ
か
ま
し
も
の
を
』
と
そ
い
へ
る。
海
に
て
子
日
の
歌
に
て
は
い
か
が
あ
ら
む。
ま
た
あ
る
人
の
よ
め
る
歌、
『
け
ふ
な
れ
ど
若
菜
も
つ
ま
ず
春
日
野
の
わ
が
こ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
54）
わ
た
る
浦
に
な
け
れ
ば
』
か
く
い
ひ
つ
〉
漕
ぎ
ゆ
く
。
」
と
あ
る
。
ま
た、
『
源
氏
物
語
』
「
初
音
」
の
巻
に
は、
「
今
日
は
子
の
日
な
り
け
り
。
げ
に
千
歳
の
春
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
田）
か
け
て
祝
は
む
に、
こ
と
わ
り
な
る
日
な
り
。
姫
君
の
御
方
に
わ
た
り
給
へ
れ
ば、
童、
下
仕
へ
な
ど、
お
前
の
山
の
小
松
、
引
き
遊
ぶ
」
と
あ
る
。
「
若
菜
」
の
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
』∀
に
は
、
「
正
月
廿
三
日、
子
の
日
な
る
に、
左
大
將
の
北
の
方、
若
菜、
ま
ゐ
り
給
ふ
（
中
略∀
小
松
原
未
の
齢
に
ひ
か
れ
て
や
野
べ
の
若
菜
も
年
を
つ
む
べ
き
」
と
あ
る
。
一103一
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
　
若
菜
を
摘
む
と
同
時
に、
小
松
を
根
か
ら
引
き
ぬ
く
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
松
は
長
寿
の
象
徴
で
あ
り、
そ
の
若
芽
を
食
べ
る
こ
と
で、
長
寿
に
あ
や
か
ろ
う
と
す
る
風
習
で
あ
る。
『
西
宮
記
』
や
『
北
山
抄
』
に
よ
る
と、
こ
う
し
た
風
習
の
儀
式
化
し
た
時
期
は、
や
は
り
平
安
中
期
で
あ
る
。
さ
て、
若
菜
と
は
何
か
。
『
年
中
行
壽
抄
』
に
よ
る
と・
「
＋
二
礬
菜
・
若
譱
離
苣
・
芹・
嚇
瓏
葵
・
芝
・
藻
加
蓼
・
袈
・
驫
河
『
と
あ
・
．
・
れ
ら
＋
二
種
の
若
菜
で
羮
を
作
っ
た
。
　
次
に
、
子
の
日
の
供
若
菜
と
は
別
に、
正
月
七
日
に
も
供
若
菜
と
い
う
行
事
が
あ
る
。
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
、
「
正
月
七
日
を
人
日
と
為
す
。
七
種
の
菜
を
以
て
羮
を
隷
る
嘯〕
」
と
あ
る
。
子
の
日
の
若
菜
が
七
種
と
限
ら
な
か
っ
た
が、
七
日
の
若
菜
は
七
種
を
差
し
出
さ
れ
る。
人
日
と
は
、
中
国
の
風
習
に、
元
日
か
ら
八
　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ
と
り
　
い
ぬ
日
ま
で
の
各
日
に、
　
難、
狗、
羊、
猪、
牛、
馬、
人、
穀
を
当
て
て、
元
日
に
は
難
を
占
い、
七
日
に
は
人
を
占
い、
元
日
は
難
を
殺
さ
ず、
七
日
に
は
刑
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
59）
行
わ
ぬ
と
い
う
風
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
漢
代
に
存
在
し
た
思
想
で
あ
る
。
　
『
年
中
行
事
秘
抄
』
に、
「
金
谷
云
。
正
月
七
日
。
以
二
七
種
菜一
作
レ
羮
食
レ
之
。
令
二
人
無
二
万
病刈
十
節
云。
採
二
七
種　
作
レ
羮
甞
味
何
。
是
除
二
邪
気一
之
術
也
遍
」
と
あ
る
。
七
日
は
刑
を
行
わ
ず、
人
を
占
う
日
に
な
る
と
い
う
。
七
種
の
若
菜
を
羮
に
し
て
食
べ
、
年
中
無
病
の
ま
じ
な
い
と
し
た
。
そ
れ
を
食
べ
る
と
邪
気
鬼
気
を
払
え
る
と
考
え
ら
れ
た
。
自
然
現
象
を
説
明
し
て
人
間
の
吉
凶
を
判
断
す
る
古
代
中
国
の
陰
陽
道
が、
わ
が
国
に
お
い
て、
邪
気
鬼
気
を
払
う
純
粋
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ハ
のロ
自
然
物
の
若
菜
に
よ
っ
て
俗
信
化
し
た
こ
と
に
な
る。
儀
式
と
し
て
の
初
見
は
、
『
公
事
根
源
』
に
よ
る
と、
延
喜
十
一
年
（
九
一
一
年）
正
月
七
日
で
あ
る
。
七
種
の
若
菜、
つ
ま
り
七
種
の
名
は、
前
掲
書
な
ど
書
物
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
て
特
定
で
き
な
い。
ち
な
み
に、
室
町
時
代
以
後
に
定
着
す
る
七
草
粥
の
起
源
は、
わ
が
国
古
来
の
若
菜
摘
み
の
民
間
行
事
と
、
中
国
の
人
日
の
行
事
が
結
合
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ　
　
最
後
に、
七
日
の
供
若
菜
の
記
述
を
『
枕
草
子
』
に
求
め
る
と、
「
七
日
の
日
の
若
菜
を、
六
日
人
の
持
て
来
騒
ぎ
」
や、
「
七
日
雪
間
の
若
菜
摘
み、
青
や
か
に
て
、
例
は
さ
し
も
さ
る
も
の
目
近
か
ら
ぬ
所
に
も
て
騒
ぎ
た
る
こ
そ
を
か
し
け
れ
い
63
「
と
あ
る
。
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『
年
中
行
事
秘
抄
』
に
よ
る
と
、
正
月
十
五
日
に
粥
を
食
べ
る
献
御
粥
の
儀
は、
中
国
の
古
い
風
習
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
故
事
は
次
の
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
ん
　
　
　
む
す
め
う
で
あ
る
。
正
月
十
五
日
中
国
の
高
辛
氏
の
女
が
死
ん
で
悪
神
と
な
り
人
に
崇
っ
た
。
こ
の
女
は
生
前
に
粥
を
好
ん
だ
の
で、
粥
を
四
方
に
注
い
だ
結
果
災
禍
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
64）
消
滅
し
た
。
粥
を
も
っ
て
祀
り、
粥
を
食
べ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
と
。
し
か
し
こ
の
故
事
は
伝
説
の
域
を
出
な
い
。
　
献
御
粥
の
儀
は
宮
廷
の
行
事
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く、
民
間
で
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
風
習
で
あ
る
。
供
若
菜
の
儀
と
同
様、
む
し
ろ
民
間
行
事
を
宮
廷
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
寺
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響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
ら
い
中
国
の
故
事
に
よ
せ
て
採
用
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
延
喜
式
』
「
主
水
司
」
に
、
祭
事
が
終
っ
て
か
ら
神
酒
や
供
物
を
下
げ
て
い
た
だ
く
直
会
の
宴
に、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
65V
七
種
粥
を
い
た
だ
い
た
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
わ
が
国
の
民
間
行
事
そ
の
も
の
に
呪
術
的
な
意
味
が
あ
れ
ば、
中
国
の
風
習
と
結
び
つ
く
チ
ャ
ン
ス
も
多
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る。
　
寛
平
二
年
（
八
九
〇
年）
正
月
十
五
日、
初
め
て
七
種
粥
が
差
し
上
げ
ら
れ、
例
年
の
行
事
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
七
種
の
粥
と
は、・
『
延
喜
式
』
に
　
　
　
　
　
　
あ
わ
　
き
び
　
　
　
　
　
み
の
こ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
66）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
し
　
　
し
よ
よ
よ
る
と
、
米、
　
　
　
　
　
　
　
　
黍
、
粟、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
豆
で
あ
る
。
菫
、
稗、
胡
麻、
　
　
　
　
　
　
ま
た、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
年
中
行
事
秘
抄
』
に
よ
る
と、
小
豆、
大
角
豆、
黍
、
菫
子、
薯
蕷、
米
、
粟
で
あ
る
。
七
種
の
穀
物
の
中
で
は
小
豆
が
主
要
な
材
料
で
あ
る
。
『
土
左
日
記』
正
月
＋
吾
の
条
に、
琴
日
小
豆
粥
煮
苑
L
と
あ
る
・
船
中
で
あ
・
た
た
め
に
煮
な
か
っ
た
が、
小
豆
粥
を
祝
う
風
習
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
例
の
よ
う
に、
七
種
の
穀
物
を
全
部
用
い
ず
に、
小
豆
だ
け
入
れ
た
固
粥
が
→
般
的
で
あ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
め
が
ゆ（
68）
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
小
豆
粥
は、
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
は
、
コ
豆
糜
」
と
だ
け
あ
る
。
何
豆
だ
か
わ
か
ら
な
い
上
に、
脂
や
肉
を
混
入
し
た
も
の
で
あ
っ
て、
日
本
の
も
の
と
億
異
な
る
。
と
こ
ろ
で、
小
豆
が
重
視
さ
れ
た
理
由
は
、
そ
の
赤
い
色
に
呪
術
的
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
菫
は、
食
品
と
し
て
珍
し
い
。
貴
族
層
で
は
常
食
と
し
て
い
な
く
て
も、
古
式
の
儀
式
に
は
伝
統
的
な
食
物
を
用
い
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
。
　
七
種
の
粥
を
煮
る
の
に
は
卯
杖
を
用
い
る
。
粥
杖
ま
た
は
粥
の
木
と
い
わ
れ
る
の
は、
卯
杖
の
燃
え
た
も
の
を
削
っ
て
杖
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
女
の
尻
を
打
て
ば、
男
子
を
産
む
と
い
う
「
種
の
呪
術
的
風
習
が
あ
っ
た
。
『
枕
草
子
』
に、
「
十
五
日
、
節
供
ま
ゐ
り
据
ゑ、
粥
の
木
ひ
き
隠
し
て
、
家
の
詠
選、
女
房
な
ど
の
う
か
が
ふ
を
、
打
た
れ
じ
と
用
意
し
て、
常
に
後
を
心
づ
か
ひ
し
た
る
け
し
き
も、
い
と
を
か
し
き．
圃．
」
と
あ
る
・
女
房
た
ち
の
正
月
の
遊
び
の
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
か
ま
ぎ
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
が、
年
木
や
御
薪
な
ど
の
有
す
る
邪
気
払
い
の
意
味
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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石
田
穣
二
　
訳
注
　
『
枕
草
子』
　
上
巻
六
四
頁
　
角
川
文
庫
　
昭
和
五
七
年。、
守
屋
美
都
雄
　
訳
注
　
『
荊
楚
歳
時
記』
　
二
一
頁
　
東
洋
文
庫
　
昭
和
五
三
年。
大
江
匡
房
　
撰
　
鬥
江
家
次
第』
　
第一
　　
七
頁。
黒
板
勝
美
　
國
史
大
系
編
修
曾
　
編
　
『
延
喜
式
』
　
後
編
　
八
六
八
頁
　
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
五
二
年。
塙
保
己
一
　
編
　
「
建
武
年
中
行
事』
　
群
書
類
従
六
　
四
二
八
頁
　
続
群
書
類
従
完
成
会
　
昭
和
五
五
年。
山
岸
徳
平
　
校
注
　
「
源
氏
物
語』
二
　
三
八
一
頁
　
岩
波
文
庫
　
昭
和
五
二
年。
篠
田
統
　
著
　
『
米
の
文
化
史』
　
八
五
頁
　
社
会
思
想
社
　
昭
和
五
四
年。
前
掲
本
　
『
枕
草
子
』
　
六
四
頁。
正
宗
敦
夫
　
編
　
「
和
名
類
聚
抄』
　
巻
＝
ハ
　
＝
二
頁
　
日
本
古
典
全
集
刊
行
會
　
昭
和
六
年
．
同
前
　
＝
二
頁。
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1312
鈴
木
知
太
郎
　
校
注
　
『
土
左
日
記
』
　
一
五
頁
　
岩
波
文
庫
　
昭
和
五
七
年。
．
　
　い
も
じ
　
　
あ
ら
め
　
「
芋
茎
、
荒
布
も
歯
固
も
な
し。
か
う
よ
う
の
も
の
無
き
国
な
り
。
求
め
し
も
お
か
ず
。
た
だ
押
鮎
の
ロ
を
の
み
ぞ
す
ふ。」
前
掲
本
　
『
枕
草
子
』
　
下
巻
　
四
三
頁
。
川
俣
馨一
　
編
　
『
類
聚
雑
要
抄
』
　
新
校
群
書
類
従
　
雑
部
二
　
五
一
一
頁
　
内
外
書
籍
　
昭
和
二
年。
と
あ
る
。
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盛 姐鯛鯉 但
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耕
但
不
レ
入
レ
自轟
内
購
司燭
之
。
祈
但
不
レ
入
レ
自橘
内
臆
司鰡
者
之
。
置
二
麓
餅
占
物
。漲一
懲
押
鮎
一
隻
。
　
　
橘
一
三
成
枝
爨一
虞
讎
之
。
＝
二
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43　42　41　40　39　38　37　36　35　34　33　32　31　30　29　28　27　26　25　24　23　22　21　20　19　18　17　16　15　14
前
掲
本
前
掲
本
同
前
前
掲
本
前
掲
本
同
前
　一
塙
保
己
一
前
掲
本
池
田
亀
鑑
前
掲
本
前
掲
本
前
掲
本
前
掲
本
　
『
荊
楚
歳
時
記
』
　
二
八
−
二
九
頁
。
　
『
延
喜
式
』
　
後
編
八
一
五
頁。
八
一
五
頁。
　
『
土
左
日
記
』
　
】
四
頁
。
　
『
江
家
次
第』
　
第一
　
一
七
頁。
　
八
頁
。
編
　
『
年
中
行
事
歌
合
』
　
群
書
類
従
六
　
五
七
五
頁
　
続
群
書
類
従
完
成
会
『
枕
草
子』
　
下
巻
　
四
三
頁。
著
　
『
平
安
時
代
の
文
学
と
生
活』
　
五
〇
四
頁
　
至
文
堂
　
昭
和
五
二
年
。
『
江
家
次
第』
　
第一
　
一
九
−
二
〇
頁。
『
枕
草
子』
　
上
巻
　一
六
頁。
『
江
家
次
第』
　
第一
　
三
〇
頁。
『
延
喜
式』
　
後
編
　
七
五
一
頁。
　
編
　
『
年
中
行
事
辞
典』
　
二
三
八
頁
　
東
京
堂
出
版
　
昭
和
五
一
年
。
『
江
家
次
第
』
　
第一
　
三
ニ
ー
三
三
頁。
昭
和
五
五
年
。
西
角
井
正
慶
前
掲
本
同
前
　
三
三
1
三
四
頁
。
藤
原
公
任
　
編
　
『
北
山
抄
』 、
細
川
潤
次
郎
　
編、
『
古
事
類
苑
』
よ
り
参
照、
四
六
八
頁
。
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
五
六
年
。
源
高
明
　
撰
　
「
西
宮
記
』 、
　
細
川
潤
次
郎
　
編
　
『
古
事
類
苑
』
よ
り
参
照、
四
六
六
頁
。
　
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
五
六
年
。
塙
保
己
一
　
編
　
『
厨
事
類
記
』
　
群
書
類
従一
九
　
七
五
三
−
七
五
四
頁
　
続
群
書
類
従
完
成
会
　
昭
和
五
二
年
。
前
掲
本
　
『
和
名
類
聚
抄
』
　
巻一
六
　一
四
頁。
同
前
　一
五
頁
。
同
前
　一
五
頁
。
同
前
　一
五
頁
。
同
前
　一
五
頁
。
山
中
裕
　
著
　
『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』
　
一
一
一
頁
　
塙
書
房
　
昭
和
五
】
年。
晶
則
掲
本
　
　
『
江
家
次
第
』
　
　
第一
　
一
二
六
頁
。
伝一
条
兼
良
　
撰
　
「
公
事
根
源
』
　
細
川
潤
次
郎
　
編
　
『
古
事
類
苑
』
よ
り
参
照、
五
三
［
頁
　
吉
川
弘
文
館
前
掲
本
　
『
北
山
抄
』 、
　
『
古
事
類
苑
』
よ
り
参
照、
五
三
二
頁。
前
掲
本
　
『
西
宮
記
』 、
　
『
古
事
類
苑
』
よ
り
参
照、
五
三
二
頁。
小
松
茂
美
　
編
　
『
年
中
行
事
絵
巻』
　
日
本
絵
巻
大
成
八
　
二
九
−
三
〇
頁
　
中
央
公
論
社
　
昭
和
五
二
年。
昭
和
五
六
年
。
「
四
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前
掲
本
前
掲
本
前
掲
本
同
前
同
前
前
掲
本
前
掲
本
前
掲
本
同
前
佐
竹
昭
広
前
掲
本
前
掲
本
前
掲
本
塙
保
己一
前
掲
本
同
前
　
『
江
家
次
第
』
　
第
二
　
六
頁
。
　
『
枕
草
子』
　
上
巻
　一
一
五
頁
。
　
「
江
家
次
第
』
　
第
二
　
七
頁
。
一
〇
1
一
一
頁。
五
頁。
　
『
平
安
朝
の
年
中
行
事』
　
一
一
七
頁。
　
『
延
喜
式』
　
後
編
　
八
二
〇
1
八
二
一
頁。
　
『
和
名
類
聚
抄』
　
巻一
六
　一
七
頁。
一
七
頁
。
校
注
　
「
万
葉
集』
　
五
二
八
頁
　
塙
書
房
　
昭
和
四
七
年
。
『
土
左
日
記
』
　
四
三
頁
。
『
源
氏
物
語
』
二
　
三
八
二
頁
。
『
源
氏
物
語』
三
　
二
八
八
−
二
九一
頁
。
編
　
『
年
中
行
事
秘
抄
』
　
群
書
類
従
六
『
荊
楚
歳
時
記』
　
四
三
頁。
四
七
七
頁
　
続
群
書
類
従
完
成
会
　
昭
和
五
五
年
。
　
　
　
四
三
頁。
前
掲
本
　
『
年
中
行
事
秘
抄』
　
四
七
七
頁。
前
掲
本
　
「
公
事
根
源』、
　
『
古
事
類
苑
』
よ
り
参
照、
九
五
七
頁
。
前
掲
本
　
『
枕
草
子』
　
上
巻
　一
六
六
頁。
同
前
　一
六
頁。
前
掲
本
　
『
年
中
行
事
秘
抄』
　
四
八一
頁。
前
掲
本
　
『
延
喜
式
』
　
後
編
　
八
九
九
頁。
同
前
　
八
九
九
頁
。
前
掲
本
　
『
土
左
日
記
』
　
二
九
頁。
前
掲
本
　
『
荊
楚
歳
時
記
』
　
六
九
頁
。
前
掲
本
　
『
枕
草
子
』
　
一
七
頁
。
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結
び
一
六
　
年
中
行
事
の
食
物
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
三
つ
の
意
味
が
あ
る
と
思
う
。
　
第
一
に、
平
安
時
代
の
貴
族
の
食
生
活
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
平
安
時
代
の
生
活
様
式
の
根
幹
で
あ
る
と
い
う
意
味
で、
独
自
の
日
本
文
化
の
基
本
形
で
あ
る
。
用
い
た
資
料
か
ら
も、
大
き
な
手
が
か
り
は
得
ら
れ
た
。
日
常
の
貴
族
の
食
生
活
は
、
饗
膳
の
簡
素
化
し
た
も
の
で
あ
り、
年
中
行
事
の
食
物
に
象
徴
さ
れ
て
も
い
る
。
栄
養
上
の
特
徴
は
ほ
ぼ
共
通
す
る
。
特
に
年
中
行
事
の
食
物
は
食
生
活
の
知
恵
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
。
　
第
二
に、
平
安
時
代
の
宮
廷
の
年
中
行
事、
特
に
正
月
行
事
と、
わ
が
国
の
民
間
行
事
と
の
関
係
が
深
い
の
で、
年
中
行
事
の
食
物
か
ら
わ
が
国
の
一
般
大
衆
の
食
生
活
を
伺
え
る
こ
と
で
あ
る
。
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
年
中
行
事
や
風
習
と
、
日
本
古
来
の
民
間
行
事
や
風
習
と
の
融
合
や
結
合
に
よ
っ
て、
宮
廷
の
年
中
行
事
の
多
く
は
形
成
さ
れ
た
。
藤
原
氏
の
隆
盛
に
つ
れ
て、
年
中
行
事
の
形
式
化
と
儀
式
化
は
一
層
進
展
す
る
。
む
し
ろ、
年
中
行
事
を
正
確
に
行
う
こ
と
が、
当
時
の
宮
廷
政
治
で
あ
り
、
権
威
主
義
の
実
践
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に、
正
月
行
事
な
ど
に
は、
宮
廷
や
貴
族
社
会
の
統
合
的
色
彩
が
強
い
。
つ
ま
り、
天
皇
を
中
心
と
す
る
皇
族、
貴
族、
女
房
達
が、
行
事
自
体
の
精
神
か
ら
解
放
さ
れ
て、
行
事
を
楽
し
ん
で
い
る
。
正
月
行
事
の
儀
式
や
用
い
ら
れ
る
食
物
に
は、
邪
気
や
鬼
気
を
払
う
意
味
が
多
い
け
れ
ど
、
文
学
作
品
で
は
季
節
的
な
楽
し
み
や
遊
戯
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る。
平
安
時
代
の
年
中
行
事
の
特
徴
と
し
て、
宮
廷
と
貴
族
社
会
の
社
交
化
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い。
他
方、
→
般
大
衆
の
日
常
的
な
食
生
活
は
計
り
が
た
い
け
れ
ど、
非
常
に
素
朴
な
形
で
あ
れ、
原
形
と
し
て
の
先
祖
伝
来
の
年
中
行
事
を
行
い、
時
代
や
地
方
に
よ
っ
て
多
種
多
様
な
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も、
貴
族
社
会
の
そ
れ
に
近
い
食
物
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
第
三
に
、
古
代
中
国
か
ら
現
代
日
本
に
つ
な
が
る
精
神
（
信
仰
や
思
想）
の
歴
史
の
一
面
を、
平
安
時
代
の
年
中
行
事
や、
用
い
ら
れ
た
食
物
は
教
え
て
く
れ
る
。
当
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
精
神
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
が
伺
え
る
。
食
物
や
食
生
活
は
、
単
な
る
物
資
文
化
で
は
な
く、
時
代
や
社
会
の
精
神
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
。
ま
た、
形
式
化
し
た
食
生
活
が
、
貴
族
社
会
の
精
神
文
化
と、
変
動
す
る
時
代
へ
の
対
応
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
よ
う
に、
食
生
活
は
時
代
や
社
会
の
構
成
要
素
で
も
あ
る
。
食
物
史
に
限
定
し
て
も
、
平
安
時
代
の
年
中
行
事
や、
用
い
ら
れ
た
食
物
は
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る。
　
さ
て、
正
月
行
事
の
食
物
は、
主
と
し
て、
供
御
薬
の
屠
蘇
、
歯
固
の
餅
や
大
根、
元
日
節
会
の
幌
飩、
鎚
子、
黏
臍、
鐸
鑼、
團
喜
な
ど
の
唐
菓
子
、
恒
例
の
大
饗
の
蘇
や
牛
酪
と
い
っ
た
乳
製
品、
子
の
日
の
若
菜
の
羮
や
七
日
の
若
菜
の
羮、
ま
た
十
五
日
の
七
種
粥
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
食
物
は
、
全
て
身
体
に
よ
い
食
物
で
あ
る
と
い
え
る
。
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例
え
ば、
屠
蘇
に
含
ま
れ
て
い
る
白
朮
に
は
整
腸
作
用
が
あ
る
。
ま
た
防
風
に
は、
語
義
ど
お
り
に、
風
邪
に
よ
る
頭
痛
や
悪
寒
や
関
節
痛
を
和
ら
げ
る
効
果
が
あ
る。
桔
梗
に
は
喉
の
鎮
痛、
鎮
咳、
去
痰
の
効
果
が
あ
る
。
肉
桂
は
胃
を
丈
夫
に
し、
皮
膚
に
よ
い
。
　
歯
固
の
餅
は、
握
り
飯
よ
り
腐
り
に
く
く
長
持
ち
す
る
。
蒸
し
飯
の
粘
着
性
を
利
用
し
て、
搗
い
て
固
め
て
あ
る
か
ら、
表
面
し
か
空
気
に
触
れ
な
い
。
歯
固
に
は
鹿
や
猪
の
乾
燥
肉
や
菰
の
よ
う
な
固
い
も
の
を
食
べ
る
の
で、
大
根
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
大
根
に
は
消
化
作
用、
血
行
を
促
し
て
体
毒
を
排
除
す
る
作
用
が
あ
る
。
　
饂
飩、
館
子、
黏
臍、
解
鑼、
團
喜
な
ど
の
唐
菓
子
は、
油
を
用
い
て
あ
る
。
当
時
の
食
事
に
は
油
脂
が
欠
乏
し
て
い
た
た
め、
行
事
の
際
に
こ
れ
を
補
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
欠
乏
し
て
い
た
と
い
え
ば
動
物
性
蛋
白
と
脂
肪
で
あ
る
。
平
安
後
期
の
貴
族
社
会
で
は、
仏
教
思
想
に
よ
っ
て
禁
忌
さ
れ
た
肉
食
に
代
っ
て、
重
要
な
ス
タ
ミ
ナ
源
は
乳
製
品
で
あ
る
。
蘇
や
牛
酪
で
あ
る。
全
国
各
地
か
ら
宮
中
に
貢
納
さ
れ
た
の
で、
貴
族
社
会
で
は
容
易
に
入
手
で
き
た
。
一
般
的
に
淡
白
な
食
生
活
を
営
ん
で
い
た
だ
け
に、
重
要
な
栄
養
源
で
あ
る
。
　
薊、
苣、
芹、
蕨
、
薺、
葵、
芝、
蓬
、
水
蓼
、
水
雲、
松
な
ど
の
子
の
日
の
若
菜
や、
七
日
の
七
種
類
の
若
菜
は、
薬
草
の
類
い
で
あ
る。
い
ず
れ
も
ア
ル
カ
リ
性
で
あ
り、
解
毒
性
が
強
い
。
こ
れ
ら
を
羮
や
粥
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て、
日
常
の
酸
性
に
偏
よ
っ
た
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た、
正
月
に
は
元
日
節
会
を
は
じ
め
と
し
て、
飲
み
過
ぎ
食
べ
過
ぎ
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
疲
れ
た
胃
腸
の
調
子
を
整
え
た。
十
五
日
の
粥
に
入
れ
ち
れ
た
小
豆
に
は、
心
臓
や
腎
臓
の
む
く
み
に
よ
く
効
く
し、
便
通
の
妙
薬
で
も
あ
る
。
　
年
中
行
事
は
生
産
活
動
に
関
わ
る
農
耕
儀
礼
が
根
底
に
あ
る
も
の
の
、
一
方
で
身
体
の
為
の
食
餌
養
生
的
意
義
も
大
き
い
。
正
月
行
事
に
は
特
に
そ
う
で
あ
る。
生
き
て
い
く
知
恵
の
す
ば
ら
し
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
一
見、
非
科
学
的
で
非
合
理
的
に
み
え
て
も、
実
に
巧
み
な
健
康
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
年
中
行
事
は
信
仰
や
思
想
を
ム
ー
ド
化
し、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化
し
て、
縁
起
が
よ
い
と
か、
魔
除
け
に
な
る
と
か、
ま
た
は
儀
式
的
遊
戯
と
し
て、
生
活
の
中
に
定
着
し
習
慣
化
し
て
生
活
の
一
部
と
な
る
。
本
質
的
に
は
科
学
的
で
合
理
的
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ、
正
月
を
は
じ
め
と
す
る
年
中
行
事
が、
長
く
滅
び
ず
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
日
本
人
の
特
徴
的
な
発
想
の
表
れ
で
あ
り
生
活
の
知
恵
で
あ
る
。
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